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※本誌は平成23年度のレポートです。
　平成24年度から「金沢大学イノベーション創成センター」は
　「金沢大学先端科学・イノベーション推進機構」となります。

※本誌は平成23年度のレポートです。
　平成24年度から「金沢大学イノベーション創成センター」は
　「金沢大学先端科学・イノベーション推進機構」となります。
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巻頭のことば

はじめに

　イノベーション創成センター起業支援部門長の高橋光信です。当部門長に就任して2年が過ぎよう
としています。その間、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（ＶＢＬ）のスタッフの皆さんとともに、ＶＢＬがどう
あるべきかを考えつつ実施してきた「起業支援部門の活動」を振り返ることにより、ご挨拶とします。

　ＶＢＬでは、大学におけるベンチャー起業化及び事業化の最終的な成果を目的として、大きく分けて
以下の3点の役割を実施しています。
①ベンチャー起業化及び事業化に対する支援
②大学院学生及び若手研究者の創造性を養成する教育プログラムの実施
③ベンチャービジネスの萌芽となるべき独創的な研究開発プロジェクトの推進

　これらの役割を果たすために、起業支援部門の活動は、下記の表のとおりその役割を明確にし、事
業を実施しています。

 しかし、その活動には当然ながら、人材、設備、予算などに絡んで、“強み”や“弱み”があります。“強
み”として、以下の事例があります。教育の一環である人材育成②において、アントレプレナー学入門
の講義、ベンチャービジネス基礎セミナー、アントレプレナーコンテストなどを実施していますが、学生

（院生を含む）の参加者が年々増加しており、内容的にも充実したものとなってきています。また、研究
開発プロジェクトの推進③では、研究員の定員枠の達成、施設・機器の利用率などの面でまだ必ずし
も十分とは言えませんが、それでも研究開発プロジェクトを推進する支援面では、ほぼ充実した内容と
なっていると考えています。
一方“弱み”として、以下の事例があります。ベンチャー起業化及び事業化に対する支援①において

　　　　　　役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アントレプレナー学入門コーディネート

アントレプレナーコンテスト

ベンチャービジネス基礎セミナー【前期】

ベンチャービジネス基礎セミナー【後期】

知財セミナー【支援】

MOT（技術経営）【支援】

研究員採用

プロジェクト研究（VBL、インキュベーション施設使用）

瀬領浩一他のベンチャービジネス支援

X線回折装置　管理運営

電界放出透過電子顕微鏡FE-TEM管理運営

若手研究者シーズ発表会【共催】

　①　　②　　③
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平成２３年度インキュベーション施設使用プロジェクト一覧

起業支援部門プロジェクト

金沢大学イノベーション創成センター
起業支援部門長
高橋 光信

施設利用のハード的な支援が中心で、ソフト的な支援施策として若手研究者シーズ発表会を2年前
より開催していますが、このようなマッチング機会はまだまだ少ない状況です。

ベンチャー起業化及び事業化に対する支援は、この役目を担う人材がＶＢＬにいないために「支援要
望がない」のか、もしくは、大学のみによる単独のベンチャー起業化及び事業化の事例が余りないこと
により「需要がない」のかのどちらかです。例えば、企業との連携による共同研究から発生する起業化
及び事業化では、企業が起業化及び事業化を担うことが多いことから、その必要性が薄いと考えら
れます。このため、ベンチャー起業化及び事業化としての成果が明確に現れてきていないのが残念で
す。

学内からベンチャービジネスの萌芽となるべき独創的な研究開発プロジェクトを発掘し、起業化及び
事業化へのハード、ソフト両面による支援を充実させていくことが今後も期待されています。このため
には、人的な資源の充実など“強み”や“弱み”を考慮した施策の展開も必要です。

平成24年度にはイノベーション創成センターの組織改編が実施される予定です。今後の起業支援活
動では、これまでの活動が基盤となり、さらに発展していくことにつながれば幸いです。

本報告書「金沢大学イノベーション・レポート＜特集号2011＞」は、平成23年度に行った起業支援活
動事業についてまとめたものです。ご高覧のうえ、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますように、宜しくお願
い申し上げます。

巻頭のことば

1

2

3

金沢大学を国際的に支援する事業システム開発とその実施

廃棄物中におけるレアメタル抽出技術の開発

環境分野の連携研究の推進と事業化の促進

向    智里

長谷川  浩

瀧本   昭

研究課題 備考プロジェクトリーダー

Moodleのデータベースおよび他システムとのデータ連携に関
する研究

水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究

ハマダラ蚊由来の新規タンパク質AAPPの機能評価

体調管理を目指した先進的生体情報モニターの研究開発

抗火石を用いた改質水の研究

化学物質による大気汚染・人体健康影響を定量的に評価す
るためのツール開発に関わる基礎的研究

人体深部の加温治療を目指したがん治療用誘導加温装置の
開発

非侵襲刺激応答型ナノキャリアを用いたがん治療用ドラッグデ
リバリーシステムの構築

有用植物由来薬効物質に関する研究開発

ニンニクを起源とする機能性食品開発

Ｎｄ：YAGレーザによる歯科治療の高度化・高機能化に関す
る研究

汎用レーザを用いた微細周期構造の創成と気体軸受への応用

食品類の製造法及び安全性評価法に関する研究

抗がん作用を示す新規低分子化合物の作用機構の解析

生活自立高齢者のための包括的な転倒予防システムの構築

佐藤 正英

道上 義正

吉田 栄人

廣瀬 幸雄

松郷 誠一

早川 和一

山田 外史

清水 宣明

太田 富久

米田 幸雄

上田 隆司

細川　晃

太田 富久

向田 直史

出村 慎一

サーバー室利用の
ため未掲載

研究課題

平成２３年度ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー使用プロジェクト一覧

備考プロジェクトリーダー
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

持続可能な都市型農業の提案と実践

■研究課題

プロジェクトリーダー
向　智里

平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

排気物中におけるレアメタル抽出技術の開発
■研究課題

プロジェクトリーダー
長谷川　浩
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

エンジン系燃焼促進剤の開発

■研究課題

プロジェクトリーダー
瀧本　昭
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究
プロジェクトリーダー
道上　義正

■研究課題
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究
プロジェクトリーダー
道上　義正

■研究課題
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

■研究課題

プロジェクトリーダー
吉田　栄人

ハマダラ蚊由来の新規タンパク質AAPPの機能評価
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

抗化石を用いた改質水の研究

■研究課題

プロジェクトリーダー
松郷　誠一

体調管理を目指した先進的生体情報モニターの研究開発

■研究課題

プロジェクトリーダー
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

■研究課題
化学物質による大気汚染・人体健康影響を定量的に
評価するためのツール開発に関わる基礎的研究

プロジェクトリーダー
早川　和一
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

人体深部の加温治療を目指した
がん治療用誘導加温装置の開発

■研究課題

プロジェクトリーダー
山田　外史
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介
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がん治療用ドラッグデリバリーシステムの構築

■研究課題

プロジェクトリーダー
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介



21

平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

有用植物由来薬効物質に関する研究開発

■研究課題

プロジェクトリーダー
太田　富久
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

ニンニクを起源とする機能性食品開発

■研究課題

プロジェクトリーダー
米田　幸雄

Nd:YAGレーザによる歯科治療の高度化・高機能化に関する研究

■研究課題

プロジェクトリーダー
上田　隆司
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

汎用レーザを用いた微細周期構造の創成と気体軸受への応用

■研究課題

プロジェクトリーダー
細川　晃
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平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介平成2 3年度起業支援部門プロジェクト紹介

食品類の製造法及び安全性評価法に関する研究

■研究課題

プロジェクトリーダー
太田　富久
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コウヤマキSciadopitys verticillata葉由来IL-1β 
抑制物質の探索研究

高齢者における障害物高の認知とステップ動
作特性の関係

機能性マスク素材繊維の開発研究
－環境中の多環芳香族炭化水素・細菌の除去－

天然ペプチドを基盤とした抗血小板薬の開発
―蚊唾液より血小板凝集阻害活性ペプチドの発見―
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平成23年度イノベーション創成センター起業支援部門博士研究員紹介

天然ペプチドを基盤とした抗血小板薬の開発
―蚊唾液より血小板凝集阻害活性ペプチドの発見―

■研究テーマ

博士研究員
荒井　朋子

産学官地域アドバイザー

粟　正治

①「健康情報(すこやｃａ)システム」の取り組み
  これまで取り組んで来た「健康情報デ－タベ－ス」の取り組みを､より具体的に目に見えるものにできるよう､全体のシステム名
「すこやca」として構築をさらに進めました。

　　ＳＴＥＰ1として､入れ物でしかなかったシステムに､パソコンで独自に貯めていた測定デ－タの一部とテストデ－タを投入し､ｉ
ｄｅａｔａシステム(評価･分析システム)の症例デ－タベ－ス機能を連携させて学内に閉じたアクセス形態での小規模の実験状
態で稼働させました。

　　各種､投入用画面から評価･分析を加え､何種類かのお客様用のグラフなどの出力ができるようになりました。
　　次年度(ＳＴＥＰ２)では機能を拡大し一部､学外に開放した稼働を目指します。なお､本件につきましては､総務省北陸総合

通信局様より関心を示していただき･情報通信協議会･医療介護部会の中で発表いたしました

②携帯型眼底検査機器の開発」の取り組み(真田先生の取り組みのご支援)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済産業省「戦略的基盤技術高度化支援事業～サポイン」
　　経済産業省の公募事業に中小企業７社の方 と々連携体を組んで､エントリ－し､採択を受けました。
　　開発の目的は心臓発作等の致死的疾病を早期に感知するための眼底を検査する簡易型の眼底検査機器の開発を３

年計画で目指します。

③「能登島･園芸福祉療法」の取り組み(清水ゼミの取り組みのご支援)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学コンソ－シアム～地域課題ゼミナ－ル
　能登島町づくり協議会と連携して､休耕地対策のための誘客の付加価値として園芸福祉活動の健康面についてＥｖｉｄｅｎｃｅ

を確立するための健康測定と分析･評価を半年にわたって実施しました。

④イノベーション創成センター･ベンチャービジネスラボラトリー(ＶＢＬ)の活動として昨年１２月にＶＢＬにおける研究継続の審査
を目的とした「研究成果発表会」を実施しました。

　プロジェクト発表を１６件､自然研本館１階アカデミックプロムナードにてポスター掲示をしました。
　また博士研究員発表４件を自然科学本館１階１０２講義室にて開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

産学官地域アドバイザー
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産学官地域アドバイザー

林　欽也
イノベーション創成センター客員教授

瀬領　浩一

1.ベンチャービジネス基礎セミナーの開催
　今年度は「ベンチャービジネス基礎セミナー」は、企画力の強化に重点を置き、前期と後期に分けて開催しました。
　前期セミナーは、8～9月に企画力増強セミナーとして新たに座学と個別指導を実施しました。
　後期セミナーは、10～12月に特許とその調査方法、プレゼンテーション力向上策、ビジネスプラン作成をテーマとして、特
に、今年度は個別指導による企画力強化に力点を入れて、アントレプレナーコンテスト参加者及びベンチャービジネス教育を
希望する学生・大学院生を対象として実施しました。
　今年度の開催成果を踏まえて、今後さらに充実した基礎セミナーとすべく調査、研究、セミナー開催を進めて参ります。

2.アントレプレナーコンテストの開催
　アントレプレナーコンテストは、今年度13回目の開催を12月に実施しました。
　アントレプレナーコンテストの参加者は、10組（15名）と昨年度の7組（10名）より3組増え、そのうち2組が昨年度参加者の
再チャレンジであり、また、自然科学系以外からの1組の発表も含め開催しました。内容的にも、幅広い、奥の深い充実したも
のであったと考えています。
　このコンテストの開催を通じて、上記1のセミナーと連携し、アントレプレナー教育の充実を今後とも進めて参ります。

3.施設内安全衛生活動
　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー内の研究室では、薬品・ガスを使用した研究が実施されています。実施されている研究
が安全に実施できるように、「自分の安全は自分で守る。同僚の安全も自分が守る。」のポリシーのもと、昨年度に引き続き安
全衛生点検を実施しました。
　安全衛生点検は、アンケートによる自主点検、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー事務局による第3者点検、点検結果で改善
が必要な事項には是正処置を実施しました。
　来年度以降も、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー内の研究室の安全確保として、実施していく計画です。

最後まで見届ける産学連携活動

　本年もまた、産学連携について、面白いプロジェクトに参加させて頂きまし
た。　そのうち、イノベーションもしくは産学連携に役立ちそうなことは、イノ
ベーション創成センターのホームページ（瀬領浩一のベンチャービジネス支援情

報http://www.innov.kanazawa-u.ac.jp/kigyou/index.php?topic=seryou-kohichi)に）に報告させて頂きました
（下表参照）。　お時間の取れる方は、ご覧ください。
　産学官のネタ探しでは企業訪問を通じて得た産学連携の成果を、中小企業の皆さんがどのようにして新規事
業に役立てようとされているかを事例として報告させて頂きました。
さらに本年は、東京の金沢大学東京支部の同窓会で、「地震列島に住む私たちの心構え」といった迫りくる関
東大震災を意識した特別講演、２０１１国際ロボット展のサービスロボットフォーラムでは「東日本大震災か
らの復興」といった危機管理の講演にも参加しました。
　それらの中で印象に残っているのは、災害対応ロボットの報告で報告された東京消防庁レスキュー隊のかた
がおっしゃっていた、「最新ロボットには期待はしているが、専門家が見ていないと使えないような未成熟な
ロボットは使う気にならない。　何しろ私たちは命をかけて救急活動をおこなっているのです」という言葉で
す。　専門知識が必要で人間が立ち会わなければ使えないロボットであれば、専門家が現場出掛けて高放射能
のもとでじっくりと、直接やるのと危険度は変わりません。　やるなら徹底的に最後まで無人で使えるように
しなければ、今回のような災害には役立たないことをしみじみ感じさせる言葉でした。　産学連携についても
同じことが言えるかもしれません。　産学連携の成果を利用したい人もまた、現場で本番に使いたいのです。
　年末にはＶＢＬ主催のアントレプレナーコンテストにも参加しました。　発表された皆さんは皆さんの素晴
らしい発表方法には驚かされました。　これからは、過去の常識や習慣そのままでは通用しない時代が始まる
気がします。　このコンテストで発表された皆さんがこれらの経験をどう生かしていくのか、こちらも「最後
まで見届けたい」と感じたことの一つでした。
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イノベーションと産学連携　大学はどんな貢献をできるのか

産学官のネタ探し　横浜市の大学キャラバン隊に参加して

研究開発者はアントレプレナー？　ＭＯＴの人材活用術の講義より

新しいものづくりの火を起こさなくては　２０１１年大学キャラバン隊に参加して

同窓会も変わった？　金沢大学同窓会東京支部総会より

イノベーションの探索　改善運動に慣れた人のために

どの技術を選ぶか　正規化してビジュアルに表現する

災害対応ロボット　２０１１国際ロボット展より

熱意をもって相手が聞きたいことを話す　アントレプレナーコンテストから
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平成23年度VBL事業一覧

知財入門講座

　平成23年6月23日（木）～7月15日（火）

第20回環境化学討論会参加

　平成23年7月16日（土）～18日（月）　

ベンチャー・ビジネス基礎セミナー

　平成23年8月22日（月）～11月24日（木）

第66回日本体力医学会大会参加

　平成23年9月16日（金）～18日（日）

日本生薬学会第58回年会参加

　平成23年9月24日（土）～25日（日）

第4回食品薬学シンポジウム参加

　平成23年10月28日(金)～29日（土）　　

第2回金沢大学若手研究者シーズ発表会

　平成23年11月7日（月）　

アントレプレナーコンテスト

　平成23年12月5日（月）　

平成23年度ベンチャー・ビジネスラボラトリー研究成果報告会

　平成23年12月15日（木）

アントレプレナー学入門

　前期火曜日4限　　　　　　

ＭＯＴ

　前期、後期

ＮＴＴ　Ｒ&Ｄフォーラム2012参加

　平成24年2月16日（木）～17日（金）

担当教職員：分部　博

担当教職員：山田　丸

担当教職員：林　欽也

担当教職員：辛　紹熙

担当教職員：川畑　哲郎

担当教職員：川畑　哲郎

担当教職員：渡辺　良成

担当教職員：林　欽也

担当教職員：粟　正治

担当教職員：粟　正治

平成2 3年度VBL事業紹介

特許出願ができる！「知財入門講座」を開催しました。

　平成23年6月23日（木）、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー510セミナールームにて、「特許出願が出来る知財入門講

座」第一回目を開催しました。

　本セミナーは、アイデアを持っている人、日頃より技術的課題を持っている人、知的財産に興味を持っている人、発明を

ベースにしてベンチャーを立ち上げたい人などを対象として

 

　①各人が持っているアイデアを絞り、発明として完成させる

　②アイデアが特許になるか、自分で先行特許調査を実践する

　③調査結果に基づき、発明のブラシュアップを図る

　④学生自身が発明者、特許出願人となり、実際に特許出願をする

　⑤出願した知財を活用したビジネスモデルを考え、企業への売り込みを図り、任意でアントレプレナーへの参加を行う

 

　上記①～⑤の研究開発から商品化までの一連のステップを実際に体験し、学生の自主性を育てることを目標に開催し

ております。

 

　第一回目は、今後のスケジュールの流れや過去の特許出願紹介、電子レンジやカップヌードルなどの身近な事例をとお

しての発明の見付け方などを、担当 知的財産部門長 分部 博より分かりやすい説明が行われました。

  　 

分部知的財産部門長によるオリエンテーション

 

　今年度は参加者は少人数でしたが、説明後に行われた質疑応答を見ても分かるように、とてもやる気のある学生に参

加いただきました。

 

　2回目以降は、年度末までの特許出願を目指して、知的財産部門が数回にわたり、個々の学生の相談に応じ、学生自ら

による発明完成、その発明に係る特許出願書類の作成を支援しました。本年度は実際に特許出願までには至りませんで

したが、参加した学生は知的財産についてより深く理解できたかと思います。

平成23年度VBL事業紹介
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平成2 3年度VBL事業紹介平成2 3年度VBL事業紹介

ベンチャー・ビジネス基礎セミナー

　アントレプレナーを育成するベンチャー・ビジネスの基礎コースとして位置付け、さらにアントレプレナーコンテストへ

の基礎的・実践的な教育を下記のとおり実施しました。

Ⅰ．ベンチャー・ビジネス基礎セミナー[前期]　 

【アイデア・ブラッシュアップ・セミナー（座学）】

日　時／平成23年8月22日（月）　13:30～15:30

場　所／ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　5階　セミナールーム（院生研究室）

対象・参加者／学生（院生を含む）2名（1名欠席）

講　師／高田　敬輔氏（ワイズ福祉情報研究所　代表、ＭＯＴ講師）

セミナー内容：

アイデアを商品化するための企画案づくりを習得

セミナー模様

第20回環境化学討論会参加報告

山田丸（イノベーション創成センター　博士研究員）

　第20回環境化学討論会は、2011年7月16日から18日の3日間、日本環境化学会主催のもと熊本県熊本市の熊本県立大

学にて開催されました。本討論会は、大会長が熊本県立大学学長、大会副会長が熊本県副知事で組織されており、熊本

県を挙げての開催でした。

討論会では、環境をテーマに、化学を中心としてその他の広い分野の研究内容について、総計401題（口頭171題、ポス

ター230題）の発表がありました。その中で、今回の大会は例年と異なり、東日本大震災によって引き起こされた環境影

響に関するセッションが新たに設けられました。このセッションでは、特に福島第一原発に由来する放射性物質の拡散・

沈着・人への影響に関して、震災後間もないにもかかわらず、最新の調査結果が多数発表されました（写真１）。

また、本討論会ではサブタイトルに「原点にかえる」というスローガンを掲げ、わが国の公害の原点でもある水俣病（熊本

県水俣市で発生）に関する特別講演が企画されました（写真１）。特別講演では、赤木洋勝先生（国際水銀ラボ所長）に

より「水銀汚染を捉える－水俣から世界へ」という題目で、環境化学分析により水俣病の原因物質を解明した歴史および

金産出国における水銀汚染（金を採掘する際に水銀を使用するため）の現状を例に現在の世界における水銀汚染問題を

紹介されました。

私は、イノベーション創成センター　ベンチャー・ビジネスラ・ボラトリーにおいて実施しているプロジェクト研究の成果を

ポスターにて発表しました。「環境中の多環芳香族炭化水素及び細菌の除去を目的とした機能性繊維の開発及び評価」

という題目で発表し、研究機関及び企業の研究者から多くの有意義なコメントを頂きました。今回、初めて環境化学討論

会に参加する機会を得、成果発表に加えて、環境化学に関連する最新の知見を学ぶことができました。本討論会で得ら

れた様 な々情報を、現在の研究に活かしたいと考えています。



42 43

平成2 3年度VBL事業紹介平成2 3年度VBL事業紹介

ベンチャー・ビジネス基礎セミナー

　アントレプレナーを育成するベンチャー・ビジネスの基礎コースとして位置付け、さらにアントレプレナーコンテストへ

の基礎的・実践的な教育を下記のとおり実施しました。

Ⅰ．ベンチャー・ビジネス基礎セミナー[前期]　 

【アイデア・ブラッシュアップ・セミナー（座学）】

日　時／平成23年8月22日（月）　13:30～15:30

場　所／ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　5階　セミナールーム（院生研究室）

対象・参加者／学生（院生を含む）2名（1名欠席）

講　師／高田　敬輔氏（ワイズ福祉情報研究所　代表、ＭＯＴ講師）

セミナー内容：

アイデアを商品化するための企画案づくりを習得

セミナー模様

第20回環境化学討論会参加報告

山田丸（イノベーション創成センター　博士研究員）

　第20回環境化学討論会は、2011年7月16日から18日の3日間、日本環境化学会主催のもと熊本県熊本市の熊本県立大

学にて開催されました。本討論会は、大会長が熊本県立大学学長、大会副会長が熊本県副知事で組織されており、熊本

県を挙げての開催でした。

討論会では、環境をテーマに、化学を中心としてその他の広い分野の研究内容について、総計401題（口頭171題、ポス

ター230題）の発表がありました。その中で、今回の大会は例年と異なり、東日本大震災によって引き起こされた環境影

響に関するセッションが新たに設けられました。このセッションでは、特に福島第一原発に由来する放射性物質の拡散・

沈着・人への影響に関して、震災後間もないにもかかわらず、最新の調査結果が多数発表されました（写真１）。

また、本討論会ではサブタイトルに「原点にかえる」というスローガンを掲げ、わが国の公害の原点でもある水俣病（熊本

県水俣市で発生）に関する特別講演が企画されました（写真１）。特別講演では、赤木洋勝先生（国際水銀ラボ所長）に

より「水銀汚染を捉える－水俣から世界へ」という題目で、環境化学分析により水俣病の原因物質を解明した歴史および

金産出国における水銀汚染（金を採掘する際に水銀を使用するため）の現状を例に現在の世界における水銀汚染問題を

紹介されました。

私は、イノベーション創成センター　ベンチャー・ビジネスラ・ボラトリーにおいて実施しているプロジェクト研究の成果を

ポスターにて発表しました。「環境中の多環芳香族炭化水素及び細菌の除去を目的とした機能性繊維の開発及び評価」

という題目で発表し、研究機関及び企業の研究者から多くの有意義なコメントを頂きました。今回、初めて環境化学討論

会に参加する機会を得、成果発表に加えて、環境化学に関連する最新の知見を学ぶことができました。本討論会で得ら

れた様 な々情報を、現在の研究に活かしたいと考えています。



44 45

平成2 3年度VBL事業紹介平成2 3年度VBL事業紹介

【第2回プレゼンテーションセミナー（座学）】

日　時：平成23年10月28日（金）　16：30～19:00

場　所：ＶＢＬ5階　セミナールーム（院生研究室）

目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等の説明力アップ

講　師：ピアズ・マネジメント株式会社代表取締役 中林　秀仁氏

参加者：学部・学域生、院生18名

セミナー内容：「相手を動かすプレゼンテーション」

　・プレゼンの本質

　・エモーショナル・アプローチ

　・グッドプレゼンテーションの条件

　・パワーポイント活用

【第3回プレゼンテーションセミナー（個別指導）】

日　時：平成23年11月8日（火）、11月30日（水）～12月7日（月）

　※一人・グループ　30分単位で複数回実施。

場　所：ＶＢＬ3階　310室

目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等の説明力アップ

講　師：ピアズ・マネジメント株式会社代表取締役 中林　秀仁氏

参加者：学部・学域生、院生18名

指導内容： 

　・参加者のプレゼン資料への個別アドバイス

個別指導模様

【第4回：ビジネスプランセミナー（座学）】

日時：平成23年11月14日（月）　16：30～18:30　

場所：ＶＢＬ5階　セミナールーム（院生研究室）

目的：アントレプレナーコンテスト参加者等のアイデアの事業計画作成

講師：有限会社金沢大学ティ・エル・オー「ＫＵＴＬＯ」　代表取締役社長 平野 武嗣氏

参加者：学部・学域生、院生18名

セミナー内容：

　・会社を起業した時のビジネスプランの考え方及び作成方法

【アイデア・ブラッシュアップ・セミナー（個別指導）】

日　時／平成23年9月13日（火）10:00～12:00　※一人・グループ　40分単位で実施。

場　所／ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　3階　310室

対象・参加者／上記「座学セミナー」を受講された方　3名（2テーマ）

講　師／同上

セミナー内容：

企画案のわかりにくいところ、弱いところなどに対してアドバイスを実施

個別指導模様

Ⅱ．ベンチャー・ビジネス基礎セミナー[後期]　 

【第1回特許セミナー】
日　時：平成23年10月18日（火）　16：30～18:30
場　所：ＶＢＬ3階　プレゼンテーションルーム（計算機室）
目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等のアイデアの先行例調査方法習得
講　師：財団法人石川県産業創出支援機構　特許情報活用支援アドバイザー　福澤　勝義氏
参加者：学部・学域生、院生18名
セミナー内容：
　・知的財産の概要

　・「特許電子図書館」の利用方法及び実習

セミナー模様
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【第2回プレゼンテーションセミナー（座学）】

日　時：平成23年10月28日（金）　16：30～19:00

場　所：ＶＢＬ5階　セミナールーム（院生研究室）

目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等の説明力アップ

講　師：ピアズ・マネジメント株式会社代表取締役 中林　秀仁氏

参加者：学部・学域生、院生18名

セミナー内容：「相手を動かすプレゼンテーション」

　・プレゼンの本質

　・エモーショナル・アプローチ

　・グッドプレゼンテーションの条件

　・パワーポイント活用

【第3回プレゼンテーションセミナー（個別指導）】

日　時：平成23年11月8日（火）、11月30日（水）～12月7日（月）

　※一人・グループ　30分単位で複数回実施。

場　所：ＶＢＬ3階　310室

目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等の説明力アップ

講　師：ピアズ・マネジメント株式会社代表取締役 中林　秀仁氏

参加者：学部・学域生、院生18名

指導内容： 

　・参加者のプレゼン資料への個別アドバイス

個別指導模様

【第4回：ビジネスプランセミナー（座学）】

日時：平成23年11月14日（月）　16：30～18:30　

場所：ＶＢＬ5階　セミナールーム（院生研究室）

目的：アントレプレナーコンテスト参加者等のアイデアの事業計画作成

講師：有限会社金沢大学ティ・エル・オー「ＫＵＴＬＯ」　代表取締役社長 平野 武嗣氏

参加者：学部・学域生、院生18名

セミナー内容：

　・会社を起業した時のビジネスプランの考え方及び作成方法

【アイデア・ブラッシュアップ・セミナー（個別指導）】

日　時／平成23年9月13日（火）10:00～12:00　※一人・グループ　40分単位で実施。

場　所／ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　3階　310室

対象・参加者／上記「座学セミナー」を受講された方　3名（2テーマ）

講　師／同上

セミナー内容：

企画案のわかりにくいところ、弱いところなどに対してアドバイスを実施

個別指導模様

Ⅱ．ベンチャー・ビジネス基礎セミナー[後期]　 

【第1回特許セミナー】
日　時：平成23年10月18日（火）　16：30～18:30
場　所：ＶＢＬ3階　プレゼンテーションルーム（計算機室）
目　的：アントレプレナーコンテスト参加者等のアイデアの先行例調査方法習得
講　師：財団法人石川県産業創出支援機構　特許情報活用支援アドバイザー　福澤　勝義氏
参加者：学部・学域生、院生18名
セミナー内容：
　・知的財産の概要

　・「特許電子図書館」の利用方法及び実習

セミナー模様
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セミナー模様

【第5回ビジネスプラン（個別指導）】

日　時：平成23年11月21日（月）、24日（木）　※一人・グループ　20分単位で2回実施。

場　所：インキュベーションセンター2階204号室

目的・内容：第4回で指導した内容について、コンテスト各グループの事業計画を個別指導

講　師　有限会社金沢大学ティ・エル・オー「ＫＵＴＬＯ」　代表取締役社長 平野 武嗣氏
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第66回日本体力医学会大会開会式（左）、出村慎一先生の教育講演（中央）、口頭発表（右）

平成2 3年度VBL事業紹介

日本体力医学会大会参加報告書
金沢大学イノベーション創成センター

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

博士研究員　辛　紹熙

名称：第66回日本体力医学会大会

会期：平成23年9月16日(金)̃平成23年9月18日(日)

会場：山口県コンベンションセンター海峡メッセ下関

　第66回日本体力医学会大会が山口県下関市で行われました。この大会は日本の体力科学分野を代表する大会として、

ここ数年は700題を越える一般演題発表があり、半世紀以上にわたり著しい発展を続けてきた大会といえます。

まず、本大会では、2000年開始、2010年に終了した「健康日本21」の成果が発表されました。「健康日本21」は、生活習

慣の適正化により疾病を予防し、健康寿命を延長させ日常生活の質をより高めるための国民健康づくり運動といえます。

なかでも、主に取り上げられたテーマは「メタボリックシンドロームの予防」、「高齢者の介護予防に関する研究の成果と

今後の展望」でした。

　大会の2日目には、出村慎一先生が、金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーのプロジェクト研究課題でもある

「生活自立高齢者のための包括的な転倒予防システムの構築」というテーマで、教育講演をされました。この講演では、

これまでの研究成果の報告とともに、在宅高齢者の転倒リスク評価の取り組みと問題点について分かりやすく説明され

ました。私は、バイオメカニクスの分科会で「異なるタイミングの光刺激が歩行停止動作に及ぼす影響」というテーマで、

口頭発表をしました。つまずきやすい高齢者の歩行動作や転倒回避動作の特性を明らかにした内容で、発表後は関連

分野の研究者の方々から貴重な意見を頂くことができました。今回の発表を通して、検討すべき課題も多数見つかりまし

たので、今後の研究に活かしたいと思います。

　大会の最終日には、体力医学会大会の恒例行事である持久走大会(朝6時20分スタート)に参加しました。台風の影響も

あり雨天での大会でしたが、下関海峡や下関橋など下関の風情が楽しむことができ、他大学の研究者との交流を深める

ことができました。最終日の教育講演では、「身体活動と慢性炎症」のテーマで永富良一先生(東北大学)が講演されま

した。本講演では、慢性炎症と動脈硬化におけるサイトカインの逆説的な作用についてどのように理解をしたらよいか、

身体活動がなぜ慢性炎症抑制的に働くのかup-to-dateな知見を交えて概説されました。疫学研究における身体活動と慢

性炎症の関係について、最新の知見を得ることができ有意義な時間でした。
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第2回金沢大学若手研究者シーズ発表会　報告書日本生薬学会第58回年会レポート

金沢大学イノベーション創成センター

連携研究推進部門／起業支援部門

金沢大学イノベーション創成センター

博士研究員　川畑哲郎

第4回食品薬学シンポジウムレポート

金沢大学イノベーション創成センター

博士研究員　川畑哲郎

１．開催概要

 (1)日　時：平成２３年１１月７日（月）　１３：００～１６：００

 (2)場　所：金沢大学　角間キャンパス　自然科学本館大講義棟1階　レクチャーホール

 (3)発表テーマ：６テーマ

①《環　境》機能性マスク素材繊維の開発研究

イノベーション創成センター 博士研究員　山田 丸

②《高分子》らせん構造の特性を活かした機能性高分子材料の創製

理工研究域・物質化学系 准教授　前田 勝浩

③《バイオ》ムギ類赤かび病抵抗性植物の作出と防除技術への応用

学際科学実験センター 准教授　西内 巧

④《創　薬》多成分反応が拓く、アミド型新薬創出を指向した有機合成化学

理工研究域・物質化学系 助教　添田 貴宏

⑤《創　薬》健康な血管維持に貢献する新規モデルマウスの開発

医薬保健研究域・医学系 助教　吉岡 和晃

⑥《医　療》足関節不安定性の測定・定量化ツールの開発に向けて

医薬保健研究域・医学系 助教　中瀬 順介

 (4)主　催：イノベーション創成センター

　連携研究推進部門／起業支援部門（ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）

 (5)後　援：金沢大学イノベーション創成センター協力会

 (6)参　加　者： 参加事前申し込み者：３９名

当日参加者：（　）内は昨年度数

学外参加者：３６名（３７名）

学内参加者：５１名（６２名）

講　演　者：　６名（８名）

ス タ ッ フ：　９名（９名）　　　計１０２名（１１６名）

　日本生薬学会第58回年会が東京の昭和大学 旗の台キャンパスにおいて、9月24 (土)から二日間に渡り開催された。本

学会では、会長講演、特別講演、シンポジウム、受賞講演、口頭発表およびポスター発表で、計300を超える発表が行わ

れた。発表内容としては、生薬や天然物からの生理活性物質の探索・生合成・合成、フィールドワーク、漢方など多岐に

渡り行われた。

　筆者が所属する天然物化学研究室からは、筆者の他、学生4名が発表した。

　初日は、「若手研究者によるシンポジウム－生薬学領域での、これからの天然物化学－」を聴講した。そこでは、「植物

からのアルカロイドの探索・合成」、「微生物が生産する二次代謝産物の生合成研究」などの興味深い研究発表が行わ

れ、大変勉強になった。午後からは、一般講演を聴講した。その後、ポスター会場に移り、筆者は、「コウヤマキ

Sciadopitys verticillata葉由来IL-1β 抑制物質の探索研究」というタイトルで、ポスター発表を行った。コウヤマキ

Sciadopitys verticillataから単離した10種の化合物に関して、炎症性サイトカインであるIL-1βの産生を抑制する作用が

認められた内容の発表であり、同様の研究を行っている方々を含め様 な々研究者と有意義なディスカッションをすること

ができた。

　初日に筆者は発表が終わっていたため、二日目は午前中に筆者が所属する研究室の学生の口頭発表を聞いた。発表

は大変すばらしく、質疑応答に関しても自分なりの考えをはっきりと述べていた。そして、午後からは本研究室の学生3人

を含むポスター発表を聞いた。

　今回の学会を通じて得られた情報を、研究に活かせていけるように、日々努力していきたい。

　

第4回食品薬学シンポジウムが2011年10月28日(金)から29日(土)の二日間に渡り慶應義塾大学薬学部で開催されました。

本シンポジウムは、「天然薬物の開発と応用シンポジウム」と隔年ごとに開催されています。本シンポジウムの主催は日本

薬学会生薬天然物部会であり、【生薬天然物に関する学術の進歩・普及、研究基盤の充実・強化を図りつつ、ヒトの健

康維持と増進に貢献すること】を目的としており、本目的達成のための一つの事業として、本シンポジウムが開催されてい

ます。

今回のシンポジウムでは、一般講演19演題、ポスター発表28演題、シンポジウムが10演題、生薬天然物部会奨励研究講

演が4演題、特別講演および招待講演が各1演題ずつありました。発表内容としては、食品や天然物の機能性に関する研

究でした。特にシンポジウムにおいて、茶系飲料の特保（特定保健用食品）の開発経緯等について４つの企業が発表し

た内容は大変興味深かったです。

筆者は、二日目に「ユーカリEucalyptus globulus 葉由来新規フロログルシノール誘導体の構造および生理活性につい

て」という演題でポスター発表を行いました。本植物の葉から得られた新規化合物の構造解析、得られた化合物におけ

る抗菌活性評価、およびヒト単球系細胞株THP-1を用いた炎症性サイトカイン (TNF-α, IL-6) 産生に及ぼす影響につい

ての内容でした。質問の内容としては、立体配置および生合成に関することが主であり、大変有意義なディスカッション

ができました。

今回のシンポジウムでは、筆者が主に行っている研究分野「天然物からの生理活性物質の探索」以外の発表もあり、新

たな知見を得ることができ、大変勉強になった二日間でした。今回得た知見を今後の研究に活かしていければと思いま

す。なお、筆者が所属する天然物化学研究室からは、筆者の他に、教員1名と学生5名がポスター発表を行いました。
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第2回金沢大学若手研究者シーズ発表会　報告書日本生薬学会第58回年会レポート

金沢大学イノベーション創成センター

連携研究推進部門／起業支援部門

金沢大学イノベーション創成センター

博士研究員　川畑哲郎

第4回食品薬学シンポジウムレポート

金沢大学イノベーション創成センター

博士研究員　川畑哲郎

１．開催概要

 (1)日　時：平成２３年１１月７日（月）　１３：００～１６：００

 (2)場　所：金沢大学　角間キャンパス　自然科学本館大講義棟1階　レクチャーホール

 (3)発表テーマ：６テーマ

①《環　境》機能性マスク素材繊維の開発研究

イノベーション創成センター 博士研究員　山田 丸

②《高分子》らせん構造の特性を活かした機能性高分子材料の創製

理工研究域・物質化学系 准教授　前田 勝浩

③《バイオ》ムギ類赤かび病抵抗性植物の作出と防除技術への応用

学際科学実験センター 准教授　西内 巧

④《創　薬》多成分反応が拓く、アミド型新薬創出を指向した有機合成化学

理工研究域・物質化学系 助教　添田 貴宏

⑤《創　薬》健康な血管維持に貢献する新規モデルマウスの開発

医薬保健研究域・医学系 助教　吉岡 和晃

⑥《医　療》足関節不安定性の測定・定量化ツールの開発に向けて

医薬保健研究域・医学系 助教　中瀬 順介

 (4)主　催：イノベーション創成センター

　連携研究推進部門／起業支援部門（ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）

 (5)後　援：金沢大学イノベーション創成センター協力会

 (6)参　加　者： 参加事前申し込み者：３９名

当日参加者：（　）内は昨年度数

学外参加者：３６名（３７名）

学内参加者：５１名（６２名）

講　演　者：　６名（８名）

ス タ ッ フ：　９名（９名）　　　計１０２名（１１６名）

　日本生薬学会第58回年会が東京の昭和大学 旗の台キャンパスにおいて、9月24 (土)から二日間に渡り開催された。本

学会では、会長講演、特別講演、シンポジウム、受賞講演、口頭発表およびポスター発表で、計300を超える発表が行わ

れた。発表内容としては、生薬や天然物からの生理活性物質の探索・生合成・合成、フィールドワーク、漢方など多岐に

渡り行われた。

　筆者が所属する天然物化学研究室からは、筆者の他、学生4名が発表した。

　初日は、「若手研究者によるシンポジウム－生薬学領域での、これからの天然物化学－」を聴講した。そこでは、「植物

からのアルカロイドの探索・合成」、「微生物が生産する二次代謝産物の生合成研究」などの興味深い研究発表が行わ

れ、大変勉強になった。午後からは、一般講演を聴講した。その後、ポスター会場に移り、筆者は、「コウヤマキ

Sciadopitys verticillata葉由来IL-1β 抑制物質の探索研究」というタイトルで、ポスター発表を行った。コウヤマキ

Sciadopitys verticillataから単離した10種の化合物に関して、炎症性サイトカインであるIL-1βの産生を抑制する作用が

認められた内容の発表であり、同様の研究を行っている方々を含め様 な々研究者と有意義なディスカッションをすること

ができた。

　初日に筆者は発表が終わっていたため、二日目は午前中に筆者が所属する研究室の学生の口頭発表を聞いた。発表

は大変すばらしく、質疑応答に関しても自分なりの考えをはっきりと述べていた。そして、午後からは本研究室の学生3人

を含むポスター発表を聞いた。

　今回の学会を通じて得られた情報を、研究に活かせていけるように、日々努力していきたい。

　

第4回食品薬学シンポジウムが2011年10月28日(金)から29日(土)の二日間に渡り慶應義塾大学薬学部で開催されました。

本シンポジウムは、「天然薬物の開発と応用シンポジウム」と隔年ごとに開催されています。本シンポジウムの主催は日本

薬学会生薬天然物部会であり、【生薬天然物に関する学術の進歩・普及、研究基盤の充実・強化を図りつつ、ヒトの健

康維持と増進に貢献すること】を目的としており、本目的達成のための一つの事業として、本シンポジウムが開催されてい

ます。

今回のシンポジウムでは、一般講演19演題、ポスター発表28演題、シンポジウムが10演題、生薬天然物部会奨励研究講

演が4演題、特別講演および招待講演が各1演題ずつありました。発表内容としては、食品や天然物の機能性に関する研

究でした。特にシンポジウムにおいて、茶系飲料の特保（特定保健用食品）の開発経緯等について４つの企業が発表し

た内容は大変興味深かったです。

筆者は、二日目に「ユーカリEucalyptus globulus 葉由来新規フロログルシノール誘導体の構造および生理活性につい

て」という演題でポスター発表を行いました。本植物の葉から得られた新規化合物の構造解析、得られた化合物におけ

る抗菌活性評価、およびヒト単球系細胞株THP-1を用いた炎症性サイトカイン (TNF-α, IL-6) 産生に及ぼす影響につい

ての内容でした。質問の内容としては、立体配置および生合成に関することが主であり、大変有意義なディスカッション

ができました。

今回のシンポジウムでは、筆者が主に行っている研究分野「天然物からの生理活性物質の探索」以外の発表もあり、新

たな知見を得ることができ、大変勉強になった二日間でした。今回得た知見を今後の研究に活かしていければと思いま

す。なお、筆者が所属する天然物化学研究室からは、筆者の他に、教員1名と学生5名がポスター発表を行いました。
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２．記録写真

３．目的、成果と今後の展開

　本発表会は、地域企業と本学の研究とのマッチングによる実用化の機会を推進することを目的として、前年同様学内

の若手研究者を中心とした実用化に繋がる研究を発表した。

発表テーマも「環境」、「高分子」、「バイオ」、「創薬」、「医療」と幅広い領域を扱い、かつ企業関係者をターゲットに

置いた分かりやすい説明を心がけた発表が実施され、総じて好評を得た。しかし、「機械」、「電気」、「情報」などの分

野が網羅されていなかった。これに対しては、発表前の審査エントリー件数を増やすことにより、種々の分野を網羅でき

るように取り組んでいくことが必要であると考えている。この取り組みは、若手研究者の研究促進機会の拡大としても活

用していきたい。

　一部の発表では専門的な内容の説明が分かりにくいという意見もあり、さらに発表の分野及び方法について改善が必

要である。今後は、各企業のニーズを探るべく、個別に企業とのコミュニケーションを図って、共同研究及びマッチング機

会を数多く持てるよう事業計画を進めていく予定である。

開会あいさつ
博士研究員　山田 丸氏

イノベーション創成センター
博士研究員　山田 丸氏

理工研究域・物質化学系
准教授　前田 勝浩氏

学際科学実験センター
准教授　西内 巧氏

理工研究域・物質化学系
助教　添田 貴宏氏

医薬保健研究域・医学系
助教　吉岡 和晃氏

医薬保健研究域・医学系
助教　中瀬 順介氏

ＶＢＬ紹介、閉会あいさつ
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アントレプレナーコンテスト

日　時：平成23年12月5日（月）15時00分～18時30分

場　所：自然科学系図書館棟G1階G15会議室

内　容：起業家を志す学生の教育を目的とし、学内での研究を基にビジネスプランを立て、起業の専門家から指導を受

ける。

審査員：細野　昭雄　（株）アイ・オー・データ機器　代表取締役社長

西田　憲二　コマツ産機（株）　開発本部　開発本部長

丹野　博　　株式会社キュービクス　代表取締役社長　

高田　敬輔　ワイズ福祉情報研究所　代表　

瀬領　浩一　イノベーション創成センター客員教授　

分部　博　　イノベーション創成センター知的財産部門長

コーディネーター：イノベーション創成センター　髙橋　光信

　　　　　　　  イノベーション創成センター　粟　正治

　　　　　　　  イノベーション創成センター　林　欽也

主　催：イノベーション創成センター　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

【発表内容】

①次世代型ビニールハウス　～農業と太陽電池の融合～：

　物質化学類応用化学コース4年　大村　佳弘（西沢　文吾、矢野　勝寛、玉井　千春）

②長期型レンタサイクルサービス：

　機械工学類4年　太田　寿英（市橋　浩平）

③藻の可能性―陸棲シアノバクテリアを利用した事業展開－：

　自然科学研究科 生物科学専攻1年　山場 みなみ（辻 智栄理）

④カメラーん ―学習支援サービス・カメラでとってlearning－：

　自然科学研究科人間・機械科学専攻1年　千保　友里江

⑤Orthrosが守る！プレス品質：人間・機械工学専攻1年　奥川　裕理恵

⑥電子工作を始めよう！ －国内外の初心者をターゲットとした電子工作ビジネスの展開－：

　電子情報学類4年　川上　隼斗

⑦一人二役で揺れを止める！：

　人間・機械科学専攻1年　山下　剛

⑧地域のトータルヘルスケアプロバイダー育成事業：

　医学系研究科創薬科学専攻1年　後町　陽子

⑨BMXライダーのためのソーシャルネットワーキングサービス：

　機械工学類　4年　若林　郁也

⑩世界を視野に入れた問題意識を育てるSNS：

　経済学類1年　張　雪昂
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イベントイベント

　学内より「アントレプレナーコンテスト」の参加者を募集し、応募のあつた上記の10テーマについて、学内での研究ある

いは独自のアイデアを基にビジネスプランの発表を実施し、コンテストを開催しました。このうち2組が昨年度参加者の再

チャレンジであり、それ以外でも自然科学系以外からの1組の発表もあり、幅広い、アイデアに富んだ内容となりました。ま

た、特許等の関係から、学内発表として実施しました。

　各参加者は、応募後、それぞれのビジネスプランをブラッシュアップするため、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーが計

画をした「ベンチャービジネス基礎セミナー」、個別指導等を経て、起業に必要なスキルを身に付け、資金計画及び販売

計画など事業戦略を練り、プレゼンテーション能力を身に付けコンテストの発表に臨みました。

　発表は12分間で行われ、それぞれのテーマのコンセプト、世の中への貢献、商品などの効能、販売計画、資金計画など

短い時間の中で、分かりやすく印象的にプレゼンテーションが行われました。

　その後審査員、聴講者からの質疑を基に審査が行われました。今回の発表はそれぞれレベルが高く、最優秀賞1組の

他に、優秀賞を2組表彰しました。その他の方々は入賞となりました。最優秀賞、優秀賞の方々は、次のとおりです。

《最優秀賞》

　・カメラーん ―学習支援サービス・カメラでとってlearning－

　　　　　　　　　　　　　　  ：自然科学研究科人間・機械科学専攻1年　千保　友里江

《優秀賞》

　・Orthrosが守る！プレス品質　：人間・機械工学専攻1年　奥川　裕理恵

　・一人二役で揺れを止める！　 ：人間・機械科学専攻1年　山下　剛

プロジェクト発表(ポスタ－発表)
　日　時：平成２３年１２月１５日(木)
　　　　 １４時００分～１６時００分
　場　所：自然科学系図書館棟１階アカデミックプロムナード

博士研究員発表(口頭発表)
　日　時：平成２２年１２月２１日(火)
　　　　 １５時００分～１６時００分
　場　所：自然科学本館１階 １０２講義室

＜プロジェクト ポスター発表＞
内容：ＶＢＬおよびインキュベ－ション施設を利用しているプロジェクトおよびＶＢＬに所属している博士研究員の平成２
２年度における研究成果を発表しました。発表テーマは以下のとおりです。

プロジェクト
向　　智里　「都市農業の在り方と持続可能性」　
長谷川　浩　「キレート剤を用いた鉛精錬ダスト中インジウムの化学的抽出に関する検討」
瀧本　　昭　「エンジン系燃焼促進剤の開発」
道上　義正　「水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究」
広瀬　幸雄　「健康管理を目指した生体情報スマ－トイヤ－モニタ－の研究開発」
松郷　誠一　「抗火石を用いた改質水の研究」
早川　和一　「大気中有害物質を定量・除去するためのツール開発」
山田　外史　「ワイヤレス伝送による深部治療用ハイパ－サ－ミア用励磁コイル」
清水　宣明　「超音波応答性リポソームによるドラッグデリバリーシステム」
太田　富久 「有用植物由来薬効物質に関する研究開発（平成23年度）」
米田　幸雄　「骨関節疾患へのピルビン酸の適応検討について」
上田　隆司　「歯内温度上昇に対するEr:YAGレーザ照射部温度の影響」
細川　　晃　「マイクロレンズを使用したレーザ微細加工」
太田　富久　「放射性物質の除染に関する研究」
向田　直史　「ｾﾘﾝ/ｽﾚｵﾆﾝ･ｷﾅ-ｾﾞPim-3をぶんし標的とする新規がん剤の開発」
出村　慎一　「生活自立高齢者のための店頭予防システムの構築」

＜博士研究員 口頭発表＞

ＶＢＬを利用しているプロジェクト及びＶＢＬに所属している博士研究員の平成２３年度における研究成果を発表しまし
た。発表内容は以下のとおりです。

・辛   紹熙 「つまずきやすい高齢者の障害モの物跨ぎ越し動作特性」
・山田　丸 「環境中の有害物質除去を目的とした機能性繊維の開発及び評価」
・川畑　哲郎 「コウヤマキ葉に含まれる生理活性物質の探索」
・荒井　朋子 「吸血昆虫からの抗血小板凝集ペプチドの発見」

平成23年度ベンチャー・ビジネスラボラトリー研究成果発表会



52 53

イベントイベント

　学内より「アントレプレナーコンテスト」の参加者を募集し、応募のあつた上記の10テーマについて、学内での研究ある

いは独自のアイデアを基にビジネスプランの発表を実施し、コンテストを開催しました。このうち2組が昨年度参加者の再

チャレンジであり、それ以外でも自然科学系以外からの1組の発表もあり、幅広い、アイデアに富んだ内容となりました。ま

た、特許等の関係から、学内発表として実施しました。

　各参加者は、応募後、それぞれのビジネスプランをブラッシュアップするため、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーが計

画をした「ベンチャービジネス基礎セミナー」、個別指導等を経て、起業に必要なスキルを身に付け、資金計画及び販売

計画など事業戦略を練り、プレゼンテーション能力を身に付けコンテストの発表に臨みました。

　発表は12分間で行われ、それぞれのテーマのコンセプト、世の中への貢献、商品などの効能、販売計画、資金計画など

短い時間の中で、分かりやすく印象的にプレゼンテーションが行われました。

　その後審査員、聴講者からの質疑を基に審査が行われました。今回の発表はそれぞれレベルが高く、最優秀賞1組の

他に、優秀賞を2組表彰しました。その他の方々は入賞となりました。最優秀賞、優秀賞の方々は、次のとおりです。

《最優秀賞》

　・カメラーん ―学習支援サービス・カメラでとってlearning－

　　　　　　　　　　　　　　  ：自然科学研究科人間・機械科学専攻1年　千保　友里江

《優秀賞》

　・Orthrosが守る！プレス品質　：人間・機械工学専攻1年　奥川　裕理恵

　・一人二役で揺れを止める！　 ：人間・機械科学専攻1年　山下　剛

プロジェクト発表(ポスタ－発表)
　日　時：平成２３年１２月１５日(木)
　　　　 １４時００分～１６時００分
　場　所：自然科学系図書館棟１階アカデミックプロムナード

博士研究員発表(口頭発表)
　日　時：平成２２年１２月２１日(火)
　　　　 １５時００分～１６時００分
　場　所：自然科学本館１階 １０２講義室

＜プロジェクト ポスター発表＞
内容：ＶＢＬおよびインキュベ－ション施設を利用しているプロジェクトおよびＶＢＬに所属している博士研究員の平成２
２年度における研究成果を発表しました。発表テーマは以下のとおりです。

プロジェクト
向　　智里　「都市農業の在り方と持続可能性」　
長谷川　浩　「キレート剤を用いた鉛精錬ダスト中インジウムの化学的抽出に関する検討」
瀧本　　昭　「エンジン系燃焼促進剤の開発」
道上　義正　「水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究」
広瀬　幸雄　「健康管理を目指した生体情報スマ－トイヤ－モニタ－の研究開発」
松郷　誠一　「抗火石を用いた改質水の研究」
早川　和一　「大気中有害物質を定量・除去するためのツール開発」
山田　外史　「ワイヤレス伝送による深部治療用ハイパ－サ－ミア用励磁コイル」
清水　宣明　「超音波応答性リポソームによるドラッグデリバリーシステム」
太田　富久 「有用植物由来薬効物質に関する研究開発（平成23年度）」
米田　幸雄　「骨関節疾患へのピルビン酸の適応検討について」
上田　隆司　「歯内温度上昇に対するEr:YAGレーザ照射部温度の影響」
細川　　晃　「マイクロレンズを使用したレーザ微細加工」
太田　富久　「放射性物質の除染に関する研究」
向田　直史　「ｾﾘﾝ/ｽﾚｵﾆﾝ･ｷﾅ-ｾ゙ Pim-3をぶんし標的とする新規がん剤の開発」
出村　慎一　「生活自立高齢者のための店頭予防システムの構築」

＜博士研究員 口頭発表＞

ＶＢＬを利用しているプロジェクト及びＶＢＬに所属している博士研究員の平成２３年度における研究成果を発表しまし
た。発表内容は以下のとおりです。

・辛   紹熙 「つまずきやすい高齢者の障害モの物跨ぎ越し動作特性」
・山田　丸 「環境中の有害物質除去を目的とした機能性繊維の開発及び評価」
・川畑　哲郎 「コウヤマキ葉に含まれる生理活性物質の探索」
・荒井　朋子 「吸血昆虫からの抗血小板凝集ペプチドの発見」

平成23年度ベンチャー・ビジネスラボラトリー研究成果発表会



54 55

平成2 3年度VBL事業紹介平成2 3年度VBL事業紹介

■アントレプレナー　Entrepreneur

産業構造の変革を担うベンチャー企業の実践者。 

日本にもアントレプレナーの出現が求められている。

アントレプレナーとは、従来の伝統的な技術や教育に頼らず、リスクをも恐れずに、自分で新しい事業を興して始める人

のことを指します。

もともとは「仲買人」の意味

　一般に「起業家」や「企業家」と訳されることが多いようです。具体的には、カーネギー、エジソン、フォードなど旧来か

ら知られた人をはじめ、今日ではマイクロソフト社のビル・ゲイツなどが有名です。

単なる創業者でなく変革者

　なお、この言葉は、日本では1990年代半ばのいわゆる第3次ベンチャー・ブームの頃から広く使われるようになりまし

た。過去3回のベンチャー・ブームは、いずれも、オイルショックや円高不況、バブル崩壊など社会や経済の仕組みを大き

く転換すべき時期において起きており、いずれもベンチャー企業がその変革主体として位置づけられてきました。このた

め、ベンチャー企業の担い手は、実質的な変革者として認識され、単なる会社の創業者とは性質的に異なる者として区別

されたのです。

　また、今日、多くの国において、国の再生と経済活性化のために、Entrepreneur（起業家）を育成するとともに、 

Entrepreneurship（起業家精神）を醸成することが必要であるという認識が広がっています。日本と同様に、起業家教

育をはじめ、ベンチャー基金の創設、専門家による経営指導、ビジネスプラン発表会などが、多くの国の産業政策・経済

政策の一環として位置づけられています。

（内容は2004年10月時点）

■授業の主題 / Topic

　アントレプレナーとは，ベンチャー企業を開業する者、また、産業構造の変革を担うベンチャー企業の実践者とも言わ

れ，その育成および起業家精神の醸成は、国の再生と経済活性化に重要な役割をもつものとして位置づけられます。過

去のベンチャーブームは、オイルショック、円高不況そしてバブル崩壊などの社会・経済の転換期と大きく関わっていま

す。

　本授業において、大学生と就職そして起業家精神の育成についての一つの方向性示すとともに、大学の勉学と研究へ

の取り組みのあり方を解説する。

　

■授業の目標 / Objective

　本学の産学官連携に関わっておられる教員や企業の方々による講義を通して、イノベーションとは？から始めて、産学

官連携とは、知的財産と特許とは、さらにベンチャー育成と企業化とはまでを理解し、大学におけるアントレプレナー精

神の育成を目的とする。

■学生の学習目標 / Prerequisites

創造力・ビジネスアイディア・チャレンジ精神・コミュニケーション力・問題解決力を学び、大学発ベンチャー（成功・失敗

例など）の疑似体験を通して、大学での勉強や研究への取り組む姿勢を学習する。

■授業の概要 / Outline

　以下のアントレプレナー講座ガイダンス表に記載したように、大学教員及び企業人を講師に迎えて、講義テーマに沿っ

て授業を行います。授業の最後には講義の内容を更に自分なりに深めてもらうことを目的に、それぞれの講師からレポー

ト課題が与えられます。

アントレプレナー学入門

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4/12

4/19

5/10

5/17

5/24

5/31

6/7

6/14

6/28

7/5

7/12

7/19

7/26

8/2

8/9

イノベーションとアントレプレナー

イノベーション創成（１）

産学官連携と人材育成（１）

産学官連携と人材育成（２）

ベンチャービジネス（１）

シーズ探索と共同研究（1）

知的財産からみたアントレプレナー学（１）

知的財産からみたアントレプレナー学（２）

ベンチャービジネス（２）

シーズ探索と共同研究（２）

企業からみたイノベーション

医療分野からみたイノベーション

商品開発とイノベーション

ベンチャービジネス（３）

まとめと演習

システム・インテグレーション（株）

イノベーション創成センター　

イノベーション創成センター　

イノベーション創成センター　

（株）アクトリー

イノベーション創成センター　

（株）アトムニクス研究所

イノベーション創成センター　

福井大学　医学部

コマツ産機(株)　開発本部

（株）キュービクス

ワイズ福祉情報研究所

(有)金沢大学ティ・エル・オー

多喜　義彦

瀬領　浩一

平子　紘平
阿部　覚

小川　健一郎

水越　裕治

分部　博

畑田　賢造

瀬領　浩一

藤井　豊

西田　憲二

丹野　博

髙田　敬輔

平野　武嗣

日付 講義テーマ 講師

髙橋　光信

吉國　信雄

吉國　信雄

吉國　信雄

小川　健一郎

渡辺　良成

分部　博

分部　博

渡辺　良成

髙橋　光信
粟　正治

髙橋光信

コーディネーター 所属

平成23年度 アントレプレナ－講座ガイダンス

アントレプレナー講義風景
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NTT Ｒ＆Ｄフォーラム２０１２に参加

 平成２４年２月１６日(木)～１７日(金)にかけて､ＮＴＴ武蔵野研究所にて開催された「Ｒ＆Ｄフォーラム２０１２」に参加し

ましたので､ご報告いたします。

①ホ－ムＩＣＴ基盤

■概要

ネットワ－クでＨＧＷ（ホームゲ－トウェィ）に接続された､さまざまな家電機器を統合的に管理･制御するホ－ムＩＣ

Ｔ基盤に､連携可能なデバィスを拡張することで､人の行動や場所など宅外でのイベントに宅内機器制御等を行うサ

－ビスの実現を目指す。

■私の目線

ホ－ムＩＣＴ基盤に例えば高齢者宅にＨＧＷと捜査の簡単なタブレット型端末を配置し､患者からの健康情報収集

により安全･健康なな日常生活を保護する。また､健康診断のお知らせ等､一般的な情報や患者自身の健康に関する

情報とアドバイスを配信するためのネットワ－クとして検討する。

創設費の不要なレンタル型のサ－ビスにも魅力を感じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②秘密計算技術

■概要

臨床検査研究のデ－タは､集約して預かる医療機関においては高度なセキュリティ対策が必要である。

デ－タを保護する暗号化研究の分野では､暗号化したままの状態の統計結果を得ることが可能な「秘密計算技

術」は､これまでも存在したが処理速度に難点があった。

今回､白血病治療研究グル－プ(ＪＡＬＳＧ)との共同研究で臨床研究デ－タを暗号化したまま統計処理を行い､安全

かつ効率的な秘密計算技術を世界で初めて実証した。

■私の目線

いろいろな医療･健康情報を個人の了解をもとに扱うことが､日常的に行われつつある。

個人の医療･健康情報は最高度の個人情報であり､一般的なセキュリティ対策以上の高度な技術をもって対応なされ

なければならない。

今回､構築しようとしているシステムにもどのようなセキュリティ対策が適しているのか､その目線で見学して来た。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　Ｒ＆Ｄ：Ｒｅｓｅａｒｃｈ　＆　Ｄｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

秘密計算システム
Secure Computation SystemホームICT基盤
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日本電子JEM2010FEF電界放出型透過型電子顕微鏡（FE-TEM）の紹介

　JEM2010FEF型透過電子顕微鏡は、電界放出型電子銃を備え、粒子像分解能0.23nm、格子像分解能0.1nmの高い

分解能を有しています。基本性能を表1に示します。オプションとして、エネルギー分散型X線分光装置（EDX）が取り付

けられており（表2）、ナノスケールでの組成分析が可能であり、さらに走査型透過像検出器（STEM）と組み合わせるこ

とで、高分解能組成マッピングが可能です。図2に、STEM-EDX法による元素マッピングの一例を示します。加えて、イン

カラム型オメガエネルギーフィルタを備えており（表3）、電子エネルギー損失スペクトル（EELS）分析もおこなえます。

EELS分析では通常のEDXなどでは分析不可能であった軽元素も検出可能であり、さらに化学結合状態の違いをマッピ

ングすることができるため、従来は難しかった有機系高分子材料の解析にも力を発揮することができます。

表1　電子顕微鏡本体の基本性能

電 子 銃：電解放射（ショットキー型）

輝　　度：4 x 108A/cm2 strad加速電圧：80～200kV（最小可変幅0.05kV）

ビーム径：2̃5nm （TEM）

　　　　  0.5̃2.4nm （XEDS, NBD, CBEDモード）

倍　　率：200 ～ 1,500,000

像分解能：0.23nm（粒子像）

試料傾斜：±30o（2軸傾斜）

表2　エネルギー分散型X線分光装置（EDX）

機　　種：日本電子製

分　　析：点分析、線分析

　　　　  元素マッピング（ASIDソフト使用）

検 出 器：Si(Li)、極薄窓(UTW)　検出立体角　0.13strad

表3　電子エネルギー分光装置（EELS）

エネルギー分光装置 ：Ω型（In-column型）

エネルギー分散 ：1.15μm/eV

エネルギー選択分解能 ：20eV（80mmφ）

エネルギー選択回折分解能 ：10eV（±3.5°）

エネルギースペクトル分解能 ：2eV

図1　FE-TEMの外観（電子銃部、鏡筒部）

（理工研究域機械工学系  渡邊 千尋）

図2　半導体素子の(a) STEM明視野像、(b) 銅マップ、(c) 酸素マップ、(d) シリコンマップ、(e) チタンマップ、(f) タングステンマップ。

　　  軽元素（酸素）～重元素（タングステン）まで、ナノメートルオーダーでマッピングが出来ている。
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X線回折装置 (リガク RINT-2500) の紹介　(理工学域機械工学類　北 和久)

　近年、電気・電子機器の軽薄短小化、高機能化に伴って、材料の強度、導電性、成形性などの更なる向上が求められて

います。材料特性は、析出相の種類や結晶構造、転位密度、集合組織の形成状態、残留応力の大きさ、結晶子サイズな

どと密接な関係を持っています。このような材料特性に影響を与える重要な因子を評価する方法として、X線回折法があ

ります。VBLの309号室・Ｘ線回折装置室に設置されているシステム1、システム2(図1)の2台の㈱リガク製、X線回折装置

RINT-2500は、強力なX線発生源による高精度な測定、解析ができます。以下に、本装置の特徴およびX線回折法の適

用例を紹介します。

１．X線回折装置RINT-2500の特徴

　X線回折装置の機械的操作部分(図2)は、X線発生部、試料室、検出部から成り、防X線カバーで全体が囲まれていま

す。X線は、陽極のフィラメントで発生させた熱電子を高電圧で加速し対陰極(ターゲット)の金属に衝突させて発生させま

す。ターゲットとして通常、システム1はCrを、システム2はCuを使用しています。電子線の照射部分が固定されている封入

管式では、冷却水による冷却能力の不足のため、高電力の電子線を照射することが困難です。本装置は、水冷された

ターゲットを高速回転させることで冷却能力を高めた回転対陰極X線管を使用しています。大定格出力が18kWと高電力

であるため、強いX線を発生させることができます。これにより回折線が微弱な試料の測定、解析が可能です。ゴニオ

メータを取付けると、X線発生部、試料台、検出部は常にBraggの条件 (2d sinθ=nλ d:格子面間隔、θ:Bragg角、λ:X

線の波長、n:反射次数)を満たすように連動して動くようになり、入射X線に対して試料をθ回転させると同時に検出器を2

θ回転させることができます。ゴニオメータと多目的測定アタッチメントなどを併用することで、多様な目的に使用できま

す。また本装置は、パソコン画面上のアイコンメニューシステムを操作することで、ゴニオメータの軸、カウンタの電源電

圧、波高分析器、回折線モノクロメータの完全自動調整、自動測定、自動解析ができます。事故の未然防止に有効な保安

回路が付いており、防X線カバーを開けた状態にすると安全機構が働いてX線の発生ができなくなります。

     

２．X線回折法

　広い領域の原子レベルの構造情報を非破壊で得ることができる唯一の方法として、X線回折法があります。X線回折

法は、バルク材、粉末材にかかわらず固体であれば無機化合物、有機化合物、金属、鉱物など様 な々材質の試料に適用

できます。X線は、波長が0.01̃100Åの電磁波です。結晶に原子間隔と同程度の波長を持つX線を照射すると、各原子に

よって散乱されるX線が互いに干渉し回折線が観察されます。X線回折法は、Braggの条件を満たす特定の方向に強い

回折X線を生じるという現象を利用しています。Braggの式において、X線の波長λを一定に保ちBragg角θを測定すると

面間隔dを知ることができますが、このような原理が基本となっています。X線が試料に侵入する深さは数μm̃数十μm

程度であるため、材料の表面近傍の測定、解析に限定されます。

３．X線回折法の適用例

(1) 物質の同定

　結晶内の原子の配列様式は、三斜晶、単斜晶、斜方晶(直方晶)、六方晶、三方晶(菱面体晶)、正方晶、立方晶(等軸晶)と

いう7つの晶系に分類されます。また、結晶構造の対称性を表す空間群は、全部で230種類存在することがわかっていま

す。単体化合物は固有の回折線プロファイル(縦軸は原子の散乱線の強度、横軸は角度2θ)を持ち、それらの混合物は各

成分の重ね合わせとなって現れます。X線回折法による定性分析では、そのような試料の回折線プロファイルと既知物質

の回折線プロファイルを比較し、前者のプロファイルに後者のプロファイルが含まれていれば、前者の試料中には後者の

物質が含まれていると判定するという方法で行われます。既知物質のd値、相対強度の回折線プロファイルが登録されて

いる標準ファイル・JCPDS (Joint Committee on Powder Diffraction Standards)カード・ICDD (International Centre 

for Diffraction Data)カードを使用し、比較照合することで、単に元素分析だけではなく化合物の種類、格子定数、結晶

系などを知ることができます。

(2) 残留応力測定

　残留応力は、外力または熱勾配がない状態で材料に残っている応力として定義されます。結晶粒の内部は原子が規則

正しく配列した結晶格子で構成されていますが、応力が作用すると結晶格子面の間隔が変わります。結晶格子面間隔の

変化は、材料の弾性限度内では応力の大きさに比例します。X線応力測定法は、試料の結晶格子面間隔を測定し、格子

面の間隔のひずみから応力を求めます。試料に何つかの異なる角度からX線を照射し、それらの回折線プロファイルの

ピークの回折角を用いて残留応力を算出します。残留応力測定例として、ゴニオメータにひずみ測定アタッチメントを組付

け、平行ビーム法を用いて行う方法が挙げられます。

(3) 格子定数の精密測定

　純粋な物質の中に他の元素が固溶すると、結晶構造が不変のままで格子定数が変化することがあります。格子定数の

測定は、ある金属に異種金属を固溶させたときの物理特性の変化と格子定数の変化の関係を調査するなどの目的で行

われています。格子定数を求めるには、試料の結晶系、面指数の情報が必要です。不明な物質については、あらかじめ定

性分析を行い同定された物質の標準データに記載されている情報を用います。回折線プロファイルの各回折ピークの回

折角を測定し、Braggの式から算出した各面間隔dを用いて格子定数を求めます。

(4) 転位密度測定

　ひずみのない試料から得られる特性X線は、特定の格子面で鋭いピークのスペクトルとして現れます。一方、加工を施

し転位が導入された試料では、結晶の格子が不均一にひずんでいるため回折角度に幅が生じ、回折線プロファイルの回

折ピークの幅が拡がることが知られています。転位密度の測定法では、回折ピークの幅が格子ひずみに比例することを

利用し、回折線プロファイルの各回折ピークの半価幅 (回折ピークの最高強度の半分の所に相当する回折ピークの幅の

ことであり角度2θ で表される) からひずみを求めて転位密度に換算します。

(5) 結晶子サイズ測定

　結晶子とは単結晶と見なせる最大の集まりのことであり、一般に一個の結晶粒は複数の結晶子によって構成されてい

ます。結晶子サイズが小さくなると、結晶子一つ当りの回折格子の数が減ります。Braggの条件を満たす格子の数が減る

ことで、回折線プロファイルの回折ピークの幅が拡がるという現象が生じます。結晶子サイズ測定では、回折ピークの幅

が結晶子の大きさと比例するという関係を用い、回折ピークの半価幅から平均的な結晶子サイズを評価します。

(6) 集合組織の測定

　多くの材料は、多数の結晶粒から成る多結晶体であり、結晶粒毎に配向の向きが異なります。材料に加工や熱処理を

施すと、結晶の成長、変形の異方性によって結晶粒の配向の向きの偏り、すなわち優先方位が生じます。優先方位を持つ

多結晶体の結晶方位分布状態を集合組織と呼んでいます。集合組織の解析では、材料の基準座標系に対する結晶粒の

配向の優先方位とそれら各方位の存在比率および分散程度を定量的に示すことが求められ、極点図が使用されていま

す。極点図は、材料座標系内の各方位にある特定結晶面の存在量がその方位に対応するX線回折条件で測定された回

折強度に比例するという基本的前提に基づいて測定され、同一条件で測定された無方向性標準試料の回折強度との比

の算定、規格化処理を経て回折強度の等高線を描くことで表現されます。ゴニオメータに多目的測定アタッチメントを組

付け極図形測定装置として使用することで、極の分布を測定できます。

図2　X線回折装置(システム2)の防X線カバーの内部図1　X線回折装置(システム2)の外観
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X線回折装置 (リガク RINT-2500) の紹介　(理工学域機械工学類　北 和久)

　近年、電気・電子機器の軽薄短小化、高機能化に伴って、材料の強度、導電性、成形性などの更なる向上が求められて

います。材料特性は、析出相の種類や結晶構造、転位密度、集合組織の形成状態、残留応力の大きさ、結晶子サイズな

どと密接な関係を持っています。このような材料特性に影響を与える重要な因子を評価する方法として、X線回折法があ

ります。VBLの309号室・Ｘ線回折装置室に設置されているシステム1、システム2(図1)の2台の㈱リガク製、X線回折装置

RINT-2500は、強力なX線発生源による高精度な測定、解析ができます。以下に、本装置の特徴およびX線回折法の適

用例を紹介します。
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回路が付いており、防X線カバーを開けた状態にすると安全機構が働いてX線の発生ができなくなります。

     

２．X線回折法
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３．X線回折法の適用例
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平成22年3月17日

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長裁定

「電界放出型透過電子顕微鏡」及び「X線回折装置」の使用手順等について

1.使用手順
①使用希望者は、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

（以下「ラボラトリー」という。）受付に電話又は

メールで使用希望日時の使用状況を確認する。

②ラボラトリー職員は、使用状況を確認し、イノベー

ション創成センターサイボウズの予定表に使用予約

を入力し、使用希望者に使用が許可された旨、連絡

する。

　　なお、「電界放出型透過電子顕微鏡」の使用許

可については、使用者証を有する者であることを確

認のうえ、許可するものとする。

③使用者は、使用当日、ラボラトリー受付で、当該設

備の設置されている部屋の鍵を受領する。

④使用者は、設備使用後、使用簿に使用時間等を記

入する。

⑤使用者は、部屋の鍵をラボラトリー受付へ返却す

る。

⑥ラボラトリー職員は、月末に、当月の使用者別の使

用時間を使用簿により、集計する。

⑦年１回、ラボラトリー研究室使用者から、研究室使

用料の予算振替を行う際に、設備の使用料の振替

手続きを行う。

２.使用料
①電界放出型透過電子顕微鏡

　2,000円／時間を基準とするが、機器の保守管理

経費に応じて調整する。

②Ｘ線回折装置

　500円／時間を基準とするが、機器の保守管理経

費に応じて調整する。

３.設備の使用に係る消耗品について
設備の使用に係る消耗品は、使用者の負担により使

用者自らが準備するものとする。

４.ＦＥＴＥＭ管理室
室長：理工研究域　機械工学系　

　　　　　　　　　　　　　　　教授　門前亮一

室員：理工研究域　機械工学系

　　　　　　　　　　　　　　准教授　渡辺千尋

　　 理工研究域　自然システム学系

　　　　　　　　　　　　　　准教授　奥寺浩樹

　　 理工研究域　自然システム学系　

　　　　　　　　　　　　　　　助教　田岡　東

５.Ｘ線回折装置管理責任者
理工研究域　機械工学系　准教授　渡辺千尋

平成21年11月6日

イノベーション創成センター

起業支援部門施設委員会承認

平成22年3月17日改定

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長裁定

イノベーション創成センター起業支援部門ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー管理設備
「電界放出型透過電子顕微鏡（ＦＥＴＥＭ）」の管理及び使用に関する取扱いについて

（趣旨）
第1　この取扱いは，理工研究域に所属し，ベンチャー・

ビジネス・ラボラトリー（以下「ラボラトリー」という。）

において管理する電界放出型透過電子顕微鏡（以下

「顕微鏡」という。）の管理及び使用に関し，必要な

事項を定める。

（物品使用責任者）
第２　顕微鏡の物品使用責任者（国立大学法人金沢大

学固定資産等管理規程第２条第１項第９号に規定す

る物品使用責任者をいう。）は，ベンチャー・ビジネス

・ラボラトリー長（以下「ラボラトリー長」という。）と

する。

（ＦＥＴＥＭ管理室）
第３　顕微鏡の保守管理のため，ラボラトリーにＦＥＴＥ

Ｍ管理室（以下「管理室」という。）を置く。

２　管理室に室長及び室員を置き，本学教員の中から

ラボラトリー長が指名する。

（使用資格）
第４　顕微鏡は，次に掲げる者のうち，次項に定める使

用者証の発行を受けた者が使用することができるも

のとする。

（１）本学の教職員

（２）本学の大学院生及び研究室配属の学部生

（３）研究生・研究員及びこれに準ずる者

（４）その他ラボラトリー長が適当と認めた者

２　顕微鏡を使用しようとする者は，使用方法等につ

いて，管理室職員の説明を受け，ラボラトリー長から，

使用者証の発行を受けるものとする。

（使用申込み）
第５　顕微鏡を使用しようとする者は，ラボラトリー受付

に電話又はメールにより申し込みをし，使用の許可を

受けるものとする。者証の発行を受けるものとする。

（使用許可の取消し等）
第６　室長は，前項の許可を受けた者（以下「使用者」と

いう。）が，使用許可の条件に違反したと認められると

き，又は管理上支障があると認められるときは，当該

使用の許可を取消し，又は当該使用を中止させること

ができる。

（使用者の心得）
第７　使用者は，本取扱い，使用上のルール及び注意事

項を遵守しなければならない。

２　使用者は，顕微鏡の使用に当たっては，室長及び

室員の指示に従わなければならない。

３　使用者は，承認された目的以外に顕微鏡を使用し

てはならない。

４　使用者は，機器の故障あるいは異常を発見したと

きは，直ちに使用を中止し，速やかに室長に報告しな

ければならない。

５　使用者は，事故防止に十分注意を払わなければな

らない。

６　使用者は，顕微鏡の使用について，所定の使用簿

に必要事項を記入しなければならない。

（損害賠償）
第８　使用者は，その責に帰すべき事由により，顕微鏡

を滅失，又は毀損したときは，その損害を賠償しなけ

ればならない。

２　使用者は，顕微鏡の使用により受けたあらゆる障

害を自己責任によるものとし，損害・傷害賠償責任を

請求しない。

（受益者負担）
第９　使用者は，顕微鏡の使用に係る費用（以下「使用

料」という。）を負担しなければならない。ただし，ラ

ボラトリー長が特に必要と認めたときは，その一部又

は全部を免除することができる。

２　使用料は，ラボラトリー長が別に定める。

（雑則）
第10　この取扱いに定めるもののほか，顕微鏡の管理及

び使用に関し必要な事項は，ラボラトリー長が別に定

める。
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イノベーション創成センター

起業支援部門施設委員会承認

平成22年3月17日改定

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長裁定

イノベーション創成センター起業支援部門ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー管理設備
「電界放出型透過電子顕微鏡（ＦＥＴＥＭ）」の管理及び使用に関する取扱いについて

（趣旨）
第1　この取扱いは，理工研究域に所属し，ベンチャー・

ビジネス・ラボラトリー（以下「ラボラトリー」という。）

において管理する電界放出型透過電子顕微鏡（以下

「顕微鏡」という。）の管理及び使用に関し，必要な

事項を定める。

（物品使用責任者）
第２　顕微鏡の物品使用責任者（国立大学法人金沢大

学固定資産等管理規程第２条第１項第９号に規定す

る物品使用責任者をいう。）は，ベンチャー・ビジネス

・ラボラトリー長（以下「ラボラトリー長」という。）と

する。

（ＦＥＴＥＭ管理室）
第３　顕微鏡の保守管理のため，ラボラトリーにＦＥＴＥ

Ｍ管理室（以下「管理室」という。）を置く。

２　管理室に室長及び室員を置き，本学教員の中から

ラボラトリー長が指名する。

（使用資格）
第４　顕微鏡は，次に掲げる者のうち，次項に定める使

用者証の発行を受けた者が使用することができるも

のとする。

（１）本学の教職員

（２）本学の大学院生及び研究室配属の学部生

（３）研究生・研究員及びこれに準ずる者

（４）その他ラボラトリー長が適当と認めた者

２　顕微鏡を使用しようとする者は，使用方法等につ

いて，管理室職員の説明を受け，ラボラトリー長から，

使用者証の発行を受けるものとする。

（使用申込み）
第５　顕微鏡を使用しようとする者は，ラボラトリー受付

に電話又はメールにより申し込みをし，使用の許可を

受けるものとする。者証の発行を受けるものとする。

（使用許可の取消し等）
第６　室長は，前項の許可を受けた者（以下「使用者」と

いう。）が，使用許可の条件に違反したと認められると

き，又は管理上支障があると認められるときは，当該

使用の許可を取消し，又は当該使用を中止させること

ができる。

（使用者の心得）
第７　使用者は，本取扱い，使用上のルール及び注意事

項を遵守しなければならない。

２　使用者は，顕微鏡の使用に当たっては，室長及び

室員の指示に従わなければならない。

３　使用者は，承認された目的以外に顕微鏡を使用し

てはならない。

４　使用者は，機器の故障あるいは異常を発見したと

きは，直ちに使用を中止し，速やかに室長に報告しな

ければならない。

５　使用者は，事故防止に十分注意を払わなければな

らない。

６　使用者は，顕微鏡の使用について，所定の使用簿

に必要事項を記入しなければならない。

（損害賠償）
第８　使用者は，その責に帰すべき事由により，顕微鏡

を滅失，又は毀損したときは，その損害を賠償しなけ

ればならない。

２　使用者は，顕微鏡の使用により受けたあらゆる障

害を自己責任によるものとし，損害・傷害賠償責任を

請求しない。

（受益者負担）
第９　使用者は，顕微鏡の使用に係る費用（以下「使用

料」という。）を負担しなければならない。ただし，ラ

ボラトリー長が特に必要と認めたときは，その一部又

は全部を免除することができる。

２　使用料は，ラボラトリー長が別に定める。

（雑則）
第10　この取扱いに定めるもののほか，顕微鏡の管理及

び使用に関し必要な事項は，ラボラトリー長が別に定

める。
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3F　プレゼンテーションルーム

5F　セミナールーム（院生研究室）

　3階プレゼンテーションルームは、設置型プロジェクター、デスクトップPC6台、タブレット型ノートPC4台、モノクロプリ

ンター、カラープリンター、A0版インクジェットプリンターを設置し、PCを利用した各種セミナー、実習など種々の利用が

可能です。“lounge”の無線LANが利用できます。ただし“lounge”経由でのプリンター利用はできません。

　ぜひ、研究活動の一環でご活用ください。

　５階セミナールーム(院生研究室)は、設置型プロジェクターや無線ＬＡＮを配備し、講義、プレゼンテーションおよび各

種セミナー、など種々の利用が可能です。

　ぜひ、各種活動の一環でご活用ください。

 

　

【利用申込み】

　　空き状態の確認と予約は、下記ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー事務局へお電話またはE-mailでお問い合わせく

　　ださい。

　　事務局　電話：内線　6874　　E-mail：kvbl@adm.kanazawa-u.ac.jp

VBLセミナー室紹介
平成22年3月17日

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長裁定

イノベーション創成センター起業支援部門ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーの
「Ｘ線回折装置」の管理及び使用に関する取扱いについて

（趣旨）
第1この取扱いは，イノベーション創成センター起業支援

部門ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー（以下「ラボラ

トリー」という。）設置のＸ線回折装置（以下「装置」

という。）の管理及び使用に関し，必要な事項を定め

る。

（装置管理責任者）
第２　装置の保守管理のため，装置管理責任者を置き，

本学教員の中からベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

長（以下「ラボラトリー長」という。）が指名する。

（使用資格）
第４　装置は，次に掲げる者が使用することができるも

のとする。

（１）本学の教職員

（２）本学の大学院生及び研究室配属の学部生

（３）研究生・研究員及びこれに準ずる者

（４）その他ラボラトリー長が適当と認めた者

（使用申込み）
第５　装置を使用しようとする者は，ラボラトリー受付に

電話又はメールにより申し込みをし，使用の許可を受

けるものとする。

（使用許可の取消し等）
第６　ラボラトリー長は，前項の許可を受けた者（以下「

使用者」という。）が，使用許可の条件に違反したと認

められるとき，又は管理上支障があると認められると

きは，当該使用の許可を取消し，又は当該使用を中止

させることができる。

（使用者の心得）
第７　使用者は，本取扱い，使用上のルール及び注意事

項を遵守しなければならない。

２　使用者は，装置の使用に当たっては，ラボラトリ

ー長及び装置管理責任者の指示に従わなければなら

ない。

３　使用者は，承認された目的以外に装置を使用して

はならない。

４　使用者は，装置の故障あるいは異常を発見したと

きは，直ちに使用を中止し，速やかにラボラトリー長又

は装置管理責任者に報告しなければならない。

５　使用者は，事故防止に十分注意を払わなければ

ならない。

６　使用者は，装置の使用について，所定の使用簿に

必要事項を記入しなければならない。

（損害賠償）
第８　用者は，その責に帰すべき事由により，装置を滅

失，又は毀損したときは，その損害を賠償しなければ

ならない。

２　使用者は，装置の使用により受けたあらゆる障害

を自己責任によるものとし，損害・傷害賠償責任を請

求しない。

（受益者負担）
第９　使用者は，装置の使用に係る費用（以下「使用料

」という。）を負担しなければならない。ただし，ラボ

ラトリー長が特に必要と認めたときは，その一部又は

全部を免除することができる。

２　使用料は，ラボラトリー長が別に定める。

（雑則）
第10　この取扱いに定めるもののほか，装置の管理及び

使用に関し必要な事項は，ラボラトリー長が別に定め

る。

FE - T EMおよびX線回折装置
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V BLセミナー室紹介

金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
3Fプレゼンテーションルームび5Fセミナールームの利用について

●3Fプレゼンテーションルーム（計算機室）、5Fセミナールーム（院生研究室）及びを使用する場合は

　予め利用申請書を提出してください。

●予約できるのは1ヶ月先までとさせていただきます。

　（例えば2月14日の予約は1月15日から）

●連続使用は2日間までとさせていただきます。

●使ったあとは使用者が責任を持って元の状態に戻してください。

●部屋は基本的に開錠状態となっております。施錠が必要な場合はあらかじめ申請してください。

　（カードキーを貸し出しますので各自で管理してください。）

●VBLの備品ならびに設備は無断で持ち出さないでください。

　(使用する場合はあらかじめ申請してください)

●長期間に渡る使用の場合（例えば1ヶ月間毎週月曜日といった場合）は他の予約問合せがあったとき、

　本人同士で相談してもらうことがあります。

●基本的には先に予約した方が優先です。

●VBLの公用で使用する場合は優先させていただきます。

●予約の変更があった場合はあらかじめご連絡ください。

●ご不明な点はVBL3F事務室までお問い合わせください。

連絡先

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー事務室

TEL：076-234-6874

FAX：076-234-6875

委員会等

平成23年度起業支援部門施設委員会委員一覧

起業支援部門長，ＶＢＬ長，インキュベーション施設長

起業支援部門施設委員会委員

髙橋　光信

鳥居　和之

早川　和一

松本　邦夫

分部　博

今出　清勝

議長

理工研究域

医薬保健研究域

がん進展制御研究所

イノベーション創成センター

研究国際部産学連携課

平成23年度ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー使用者会議委員一覧

佐藤　正英

道上　義正

吉田　栄人

廣瀬　幸雄

松郷　誠一

早川　和一

山田　外史

清水　宣明

太田　富久

米田　幸雄

上田 隆司

細川　　晃

太田　富久

向田　直史

出村　慎一

平成21年4月1日～

平成21年12月1日～

平成23年1月1日～

平成19年4月1日～

平成23年1月1日～

平成21年4月1日～

平成21年4月1日～

平成21年4月1日～

平成22年4月1日～

平成21年11月1日～

平成19年4月1日～

平成23年4月1日～

平成19年5月10日～

平成21年1月1日～

平成22年4月1日～

Moodleのデータベースおよび他システムとのデータ連携に関する研究

水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究

ハマダラ蚊由来の新規タンパク質AAPPの機能評価

機械システムにおける信頼性モニタリングシステムの研究

抗火石を用いた改質水の研究

化学物質による大気汚染・人体健康影響を定量的に評価するため
のツール開発に関わる基礎的研究

人体深部の加温治療を目指したがん治療用誘導加温装置の開発

非侵襲刺激応答型ナノキャリアを用いたがん治療用ドラッグデリバ
リーシステムの構築

有用植物由来薬効物質に関する研究開発

ニンニクを起源とする機能性食品開発

Ｎｄ：YAGレーザによる歯科治療の高度化・高機能化に関する研究

汎用レーザを用いた微細周期構造の創成と気体軸受への応用

食品類の製造法及び安全性評価法に関する研究

抗がん作用を示す新規低分子化合物の作用機構の解析

生活自立高齢者のための包括的な転倒予防システムの構築
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髙橋　光信

鳥居　和之

早川　和一

松本　邦夫

分部　博

今出　清勝

議長

理工研究域

医薬保健研究域

がん進展制御研究所

イノベーション創成センター

研究国際部産学連携課

平成23年度ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー使用者会議委員一覧

佐藤　正英

道上　義正

吉田　栄人

廣瀬　幸雄

松郷　誠一

早川　和一

山田　外史

清水　宣明

太田　富久

米田　幸雄

上田 隆司

細川　　晃

太田　富久

向田　直史

出村　慎一

平成21年4月1日～

平成21年12月1日～

平成23年1月1日～

平成19年4月1日～

平成23年1月1日～

平成21年4月1日～

平成21年4月1日～

平成21年4月1日～

平成22年4月1日～

平成21年11月1日～

平成19年4月1日～

平成23年4月1日～

平成19年5月10日～

平成21年1月1日～

平成22年4月1日～

Moodleのデータベースおよび他システムとのデータ連携に関する研究

水及び土壌中の有害重金属類の不溶化に関する研究

ハマダラ蚊由来の新規タンパク質AAPPの機能評価

機械システムにおける信頼性モニタリングシステムの研究

抗火石を用いた改質水の研究

化学物質による大気汚染・人体健康影響を定量的に評価するため
のツール開発に関わる基礎的研究

人体深部の加温治療を目指したがん治療用誘導加温装置の開発

非侵襲刺激応答型ナノキャリアを用いたがん治療用ドラッグデリバ
リーシステムの構築

有用植物由来薬効物質に関する研究開発

ニンニクを起源とする機能性食品開発

Ｎｄ：YAGレーザによる歯科治療の高度化・高機能化に関する研究

汎用レーザを用いた微細周期構造の創成と気体軸受への応用

食品類の製造法及び安全性評価法に関する研究

抗がん作用を示す新規低分子化合物の作用機構の解析

生活自立高齢者のための包括的な転倒予防システムの構築
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委員会等

平成23年度インキュベーション施設使用者会議委員一覧

瀧本　　昭

向　　智里

長谷川　浩

平成21年5月1日～

平成21年6月1日～

平成23年4月1日～

環境分野の連携研究の推進と事業化の促進

金沢大学を国際的に支援する事業システム開発とその実施

廃棄物中におけるレアメタル抽出技術の開発





先端科学・イノベーション推進機構
P 駐車場あり

VBL

金沢大学先端科学・イノベーション推進機構
金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

〒920-1192 石川県金沢市角間町
Tel.076-234-6874  Fax.076-234-6875
E-mail  kvbl@adm.kanazawa-u.ac.jp

http://www.innov.kanazawa-u.ac.jp/vbl/index.html


